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 対象は術前および術後 1年時点での臨床症状の評価がなされ，術前に脳 MRIが施行された iNPH患者 60名で
ある．臨床症状は modified Rankin scale，idiopathic normal pressure hydrocephalus grading scale（iNPHGS）
の各項目（歩行，認知，排尿）および合計点，加えて歩行は 3m起立歩行試験，認知機能は mini-mental state 
examination（MMSE）で評価した．画像所見は Evans’ index，脳梁角，高位円蓋部の狭小化，シルビウス裂





 術前の画像所見と術前後の臨床症状の変化との関係については高位円蓋部の狭小化と iNPHGS の合計点・




 本研究は iNPH に特徴的とされる画像所見のなかで高位円蓋部の狭小化がシャント反応性を最も予測する所
見であることを明らかにした．これまでの報告から高位円蓋部の狭小化は iNPH の診断精度を上げ，神経変性
疾患の影響の少なさを形態的側面から反映することで良好なシャント反応性に寄与していることが考えられ
た． 
